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独自で
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事業実施 施策への反映

前後期 各5回

月1回 合計10回
程度

社会実験を実施し、
報告会を開催

テーマ設定

スクール

セミナー

社会実験

市からの
テーマから
UDCBKで
テーマを
決定

事業実施 施策への反映

回数、時期にこだ
わらず開催

回数、時期にこだ
わらず開催

大学・市が連携し
社会実験を実施

テーマ（課題）募集

都市デザイン
（都市計画部）

都市デザイン
（都市計画部）

ハードだけでなく
ソフト施策も全庁的に

UDCBKでテーマ
決定しており、
原部原課が求め
ている情報や結
果でないため、
施策に反映され
にくい。

原部原課から出
されたテーマで
あるため、求め
ている情報や結
果となりやすく、
施策に反映しや
すくなる。

原課からテーマ
（課題）をもらう

テーマ提案原課と
連携し事業実施

事業結果を原課に
返し施策へ反映

これまで
の進め方

来年度の
進め方

・スクールは市民と専門家をつなぐコミュニケーターを育成することを目的に、専門家から体系的に学べる機会を提供し今後のまちづ
くりに活かす。
・セミナーは広く市民がアーバンデザインを身近に感じられるよう、テーマごとの相互学習の場と機会を提供し、市民の関心を高める。
・社会実験はUDCBKにおいて課題と思われるもの（R４は南草津ビジョンを重視）をテーマとし、包括協定を締結している大学に対し募
集を行い課題解決につなげる。

・社会実験、スクール、セミナーともに市の施策への反映ということを重視し事業を進めることにする。
・UDCBKの目的である「長期的な見通しを持った都市デザインの構想」を勘案し、社会実験・スクールについては都市デザイン（ハー
ド整備に関するものだけでなく、公共空間の活用などのソフト的な取り組み）に特化する。セミナーについてはハード的な取り組みだ
けでなく、ソフト的なまちづくりに関する取り組みについてもテーマ設定ができるようにし事業を進める。

市（主に都市計画部）との連携強化ついて

令和４年度は都市計画
部にスクール・セミ
ナー・社会実験の情報
を共有することで、参
加を促し市の施策への
反映に努めた。

令和４年度と同様に都
市計画部を中心に社会
実験・スクール・セミ
ナーの情報を共有する
が、テーマを自らが出
していることにより、
参加しやすく、施策へ
の反映をより一層でき
るように進める。
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